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1.はじめに




























Table 1 主要なキノコの生産量(平成 15 年 単位:トン)
スギヒラタケ(採取量) 1.2 なめこ 25 , 068 
生シイタケ 65 , 363 ひらたけ 5, 210 I 
えのきたけ 110, 185 まいたけ 45 , 805 
ぶなしめじ
まったけ
84, 356 80 (採取量)




分であり、植物の花に相当するものである。 Tables 1 ， 2 に主要なキノコの生産量と分類
を示した。参考までに、昨年話題となったスギヒラタケも記載した。












スギヒラタケ Pleurocybella porrigens 
シイタケ Lentinula edodes 
ブナシメジ Hypsizigus marmoreus 
松茸 Tricholoma matsutαke 
エノキタケ Flammu/ina velutipes 
ナメコ Pho/iota nameko 
ヒラタケ Pleurotus ostreatus 
エリンギ Pleurotus eryngii 
マイタケ Grifolα1γondosα 
3. キノコ(子実体)の撮影
1998 年秋より DC210 Zoom (110 万画素: Kodak) 、 E2500 (200 方面素: Nikon) 、
IXY320(320 万画素: Canon) 、 E990 (300 万画素: Nikon) 等のデジタルカメラを使用し
て行った。撮影後、 Photoshop を用いて画像を調整し、撮影場所、日時等のデータを保





































メラのレンズと、合計 3 回、像が拡大されるた Fig. 5 Nikon ECLIPSE E600 の外観
め、本体より高倍率での撮影が可能となる 3) 。
今回の胞子撮影に用いた光学顕微鏡システムとして Nikon ECLIPSE E600 (Fig. 5) 
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